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荒金 匠・佐藤正樹・柳瀬 亘：2006年台風 Bebincaの北の深い対流の励起について

Sho ARAKANE,Masaki SATOH,and Wataru YANASE:Excitation of Deep Convection to the North of Tropical
 

Storm Bebinca (2006)

2006年10月に発生した台風Bebincaは，その中心

の北に爆発的対流が発生した後，突如消滅した．この

台風Bebincaは，その中心付近に対流雲を伴ってお

らず，またスパイラルバンドやアイウォールといった

台風の典型的な雲パターンも観測されなかった．本研

究では，客観解析データ（ERA-Interim）と，正20

面体非静力学モデル（NICAM）を用いて，この北方

の爆発的対流の励起に対するメカニズムを調べる．

ERA-Interimを用いた解析により，この爆発的対

流の発生に対して以下の３つのメカニズム，下層の水

蒸気収束に伴う高CAPE，diabatic Rossby vortexに

よる渦位の生成，背景場に引き起こされる上昇流の強

制，が示された．

台風ボーガス手法を用いた台風Bebincaの渦構造

を変化させる２つの数値実験により，台風Bebinca

の中心付近，下層において，小さな気圧傾度をもつ特

異な構造が，北方の領域に爆発的な対流が生じるため

に必要であることが示唆された．

津口裕茂・加藤輝之：2010年10月20日に奄美大島で発生した集中豪雨の発生・維持要因

Hiroshige TSUGUTI and Teruyuki KATO:Contributing Factors of the Heavy Rainfall Event at Amami-Oshima
 

Island,Japan,on 20October 2010

2010年10月20日，奄美大島で日降水量622mmの集

中豪雨（以下，奄美豪雨）が発生した．奄美豪雨の発

生・維持要因を明らかにするために，特に下層の水蒸

気の供給メカニズム・形成プロセスと奄美大島に豪雨

をもたらした降水システムの形成・維持メカニズムに

着目して，観測データ，客観解析データと数値モデル

を用いて事例解析を行った．豪雨の期間，下層の湿っ

た空気は強い東北東風によって奄美大島周辺に運ばれ

ており，その空気塊の起源は停滞前線の北側にあたる

奄美大島から東北東に500km以上離れた海上であっ

た．元々は停滞前線の北側にあった乾燥した空気塊

が，奄美大島に近づくにつれて暖かい海面から多量の

潜熱フラックスを受け取り，十分に湿った空気塊へと

変質していたことがわかった（気塊変質）．また，奄

美大島周辺の海面水温が平年よりも約２℃高かったこ

とで，気塊変質が促進されていた．奄美豪雨をもたら
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した降水システムの形成・維持にとって，先行降雨に

よって奄美大島上に形成された冷気プールが重要な役

割を果たしており，奄美大島の地形の影響は補足的な

ものであった．
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屋大学大名古 学研究科教員の公募につい学院環境

学大学院環境学研究科地球環境科学専攻地

球環境変動論講座，地球環境システム学講座では，下

記の要領により教員（助教）を公募し

て

名古屋大

．職種・人員：

名古屋大学大学院環境学研究科

地球環境科学専攻

地球環境変動論講座または地球環境システム学

講座 助教・１名

２．専門分野：

地球環境科学（気候学・気象学，物質・水循環な

どに関連する分野）

３．資格・条件：

博士の学位を有すること（2014年９月末取得

ます．

記

１

）．

本公募の助教は，地球環境変動論講座および地球

環境システム学講座の教員と協力しつつ，地球環

境科学に関する研究と教育を専攻内の様々な関連

分野と連携しながら進めます．また教育に熱意を

持ち，講座や専攻の運営にも積極的に参画するこ

と．

４．着任時期：

2014年11月１日以降のできるだけ早い時期．

５．提出書類：

１）履歴書

２）これまでの研究経過（1000字程度）

３）研究業績目録（査読のあるものとないものを別

に記す）

４）主な論文の別刷またはコピー（３編以内）

５）今後の研究・教育計画（1000字程度）

６）所見を求めうる方

見込

みも可

，所属，連絡先

６．応募締切：2014年７月31日（木）必着．

「教員応募書類在中」と朱書し，簡易書留にて郵

送（または配達記録の残る方法で送付）するこ

と．なお，ご提出いただいた応募書類は，返却し

ませんので，予めご了承下さい．応募書類は，本

選考のためだけに使用します．

７．選考方法：

書類審査のほか，選考過程でセミナー形式の講演

をお願いすることがあります．

８．書類の送付及び問い合わせ先：

〒464-8601 名古屋市千種区不老町F3-3（250）

名古屋大学大学院環境学研究科 甲斐憲次

Tel：052-789-4257

E-mail：kai＠info.human.nagoya-u.ac.jp

当専攻の概要は，

http://dhas.env.nagoya-u.ac.jp/および

http://www.env.nagoya-u.ac.jp/earth/

をご覧下さい．

本部局では，男女共同参画を積極的に推進していま

す．

2014年４月現在の地球環境変動論講座および地球環

境システム学講座の専任教員の構成は，以下の通りで

す．

・地球環境変動論講座

教 授：甲斐憲次，篠田雅人

准教授：長田和雄，藤田耕史

・地球環境システム学講座

教 授：山口 靖

准教授：高野雅夫，平野恭弘

２名の氏名


